
令和８年７月８日 広   島   市   報 調達号外 －１－ 
 

 公   告 

 

政府調達に関する苦情申立ての受理 

 

令 和 ８ 年 ７ 月 ８ 日 

 

次のとおり苦情の申立てを受理したので、広島市政府調達に関

する苦情の処理手続に関する要綱第４条第７項の規定により公

示します。  

 

広島市長 松 井 一 實 

 

１ 苦情の受付番号 

第３号 

２ 苦情申立人 

匿名 

３ 苦情申立日 

令和８年６月９日 

４ 苦情受理日 

令和８年７月６日  

５ 苦情に係る調達機関名及び調達役務名 

⑴ 調達機関名 

広島市都市整備局都市計画課  

⑵ 調達役務名 

広島市ほか７市町地形図共同作成業務（８－１） 

６ 苦情の概要 

以下の⑴から⑶までの理由により、全ての入札参加者につい

て、入札時点における仕様書要件の充足状況を客観的資料に基

づき厳格に確認し、仕様書要件を充足していない入札又はその

充足が確認できない入札者の入札は、無効又は失格として適切

に取り扱うことを要請する。 

⑴ 政府調達に関する協定（以下「協定」という。）第１５条

第４項において、落札の対象とされる入札書は、「参加のた

めの条件を満たした供給者から提出されたものでなければ

ならない」とされている。また、入札説明書１１（３）にお

いて、仕様書への違反は無効事由の一つとされている。 

特記仕様書では、受注者が提供するクラウド型GISについ

て、J-LISのLGWANサービスリストに登録されていることが

必須要件として求められている。当該要件は入札参加の前

提となる必須要件であり、入札時点においてこれを満たさ

ない入札は評価対象となり得ない。 

しかしながら、最低入札業者については、当該登録の事

実を客観的に確認することができず、入札時点において当

該要件を充足していたとは認められない。したがって、当

該要件の充足を確認できない事業者が落札候補となり得る

地位にあることは、同条同項に反する疑いがある。 

 

  ⑵ 協定第４条第１項及び第２項において、政府調達は、無差別か

つ公平な競争条件の下で実施されることが求められている。本件

では、特記仕様書要件を充足した事業者と、充足していない又は

その充足を確認できない事業者を同一条件で評価している疑いが

あり、入札参加者間の条件の同一性が確保されていない。このよ

うな取扱いは、公平性及び無差別性に反するものである。 

⑶ 協定第１６条第１項は、調達手続きにおける透明性の確保を

求めている。しかしながら、本件においては、外形的に確認可

能な要件であるLGWAN登録について、入札参加者の要件適合性

の確認の過程が不透明であり、調達手続の透明性が確保されて

いるとはいえない。 

７ 苦情処理手続への参加を希望する者に要求される手続 

⑴ 参加可能な者 

当該苦情に係る調達に利害関係を有する全ての供給者 

⑵ 参加方法 

令和８年７月１３日まで（広島市政府調達に関する苦情の

処理手続に関する要綱第５条第２項に定める期間）に、参加

の趣旨及び理由を明らかにした書面をもって、参加の意思を

広島市長に通知すること。  

⑶ 提出先 

〒７３０－８５８６ 

広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号 

広島市財政局契約部工事契約課 

電話 ０８２－５０４－２２８０（直通） 

 

 


